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会 議 録 

会議の名称 第４回 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委

員会 

開催日時 令和 ６ 年 2 月 1６ 日（ 金 ） 

午前 ９時 ３0分 ～ 1０時３0分 

開催場所 和光市役所 ３階 監査室 

出席者委員 荒井喜久雄委員、宮脇健太郎委員、喜古隆広委員、清水豊委員 

欠席者委員 酒井辰夫委員 

事務局職員 森田事務局次長兼総務課長、高野施設課長、飯泉課長補佐、髙橋主査、 

進藤主任 

【事務局補助（（株）エイト日本技術開発）】島宗氏、宮内氏、小梶氏、本田氏 

参考人等 ― 

会議内容 ・経過報告について 

・実施方針に関する質問への回答について 

・入札説明書（案）について 

・要求水準書（案）について 

・落札者決定基準（案）及び様式集（案）について 

・契約書（案）について 

・その他 

会議資料 報告 １ 再度公告入札に係るスケジュール等について 

報告 2 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 実施方

針（再公告版）に関する質問への回答 

資料 1 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 入札説

明書（案） 

資料 2 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 要求水

準書（案） 

資料３－１ 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 落

札者決定基準（案） 

資料３－２ 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 様

式集（案） 

資料４－１ 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 基

本協定書（案） 

資料４－２ 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業 基

本契約書（案） 

資料４－３ 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業建設

工事請負契約書（案） 
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資料４－４ 朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備・運営事業運営

業務委託契約書（案） 

参考 1 入札中止後の事業者募集資料に関する修正等対応方針 

会議録の作成方針 会議録の作成 要旨記録 

会議録の確認方法 会議の議長による確認 

その他の必要事項 なし 

発言内容 

 

1. 開会 

 

2. 報告 

（１） 再度公告入札に係るスケジュール等について 

事務局より報告 1「再度公告入札に係るスケジュール等について」について報告した。 

委員長 再公告を行うにあたり、運営期間は 2050年 3月まで延期になるとの理

解でよいか。 

事務局 供用開始は当初入札より丸 2年の延期となり、運営期間は 20年間とし

ていることから２０50年 3月までとなる。 

委員長 運営終了時の２０５０年はカーボンニュートラルのタイミングにあたるた

め、次期施設は、カーボンニュートラル実現の取組みをおこなう施設として

整備していく可能性もある。 

何れにしてもそれくらい長い期間の事業になるということの理解となる。 

（２） 実施方針に関する質問への回答について 

事務局より報告２「実施方針（再公告版）に関する質問への回答について」について報告し

た。 

委員長 スライド適用の基準日を入札提案書類提出日とした事例はあるか。 

事務局 事業契約締結日を基準とする事例がこれまでは一般的であったが、昨今

の急激な物価高騰の状況を鑑み、同様の対応を行っている事例は増えて

きており、事例として存在する。 

 

3. 議題 

（１） 入札説明書（案）について 

  事務局より資料１「入札説明書（案）」、参考 1「入札中止後の事業者募集資料に関する修

正等対応方針」について説明した。 

委員 前払金について限度額を設けないということだが、割合はどの程度か。 

事務局 前払金の割合は要綱の定めで「10 分の 4」の範囲内としているが、限度

額の設定が「2 億円」となっている。しかしながら、全体事業費と比較して限

度額が少額であることから、事業者からも限度額の撤廃を求める意見が挙
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がっていることや、全国的に限度額を撤廃するといった流れがあることも踏

まえ、再公告では、要綱のただし書きを適用し、管理者の決裁を行った上

で、年度出来高の 10 分の４の範囲で事業者からの請求に基づき、前払金

を支出していく方針としている。 

委員 前払金、中間前払金の支払に係る負担金はどの時期に発生するか。 

事務局 前払金で必要となる一時金は、起債を充当する想定をもっており、各年

度末の部分払の際に、交付金や起債による充当額を踏まえ、一般財源分に

ついて負担金を請求させていただく予定である。 

 

（２） 要求水準書（案）について 

  事務局より資料２「要求水準書（案）」、参考 1「入札中止後の事業者募集資料に関する修

正等対応方針」について説明した。 

委員 見学者動線を一筆書きにする条件について、当初入札時の対面的対話

の際に事業者からどのような要望があったのか。（施設設計上難しい、入札

価格に影響する等） 

事務局 一筆書きにすることで動線が過剰に必要となるため、建物規模が大きく

なり事業費が増大するといった意見があり、事業者の工夫により一筆書き

以外の提案も認めてほしいという要望があった。 

委員 汚染土壌の残置を認める条件は、事業者の要望を受けて変更したのか。 

事務局 今回、残置を認める条件に見直したのは、調査未実施区画の部分であ

り、建屋解体後の調査を行うまで実際にどの程度の汚染があるか不明瞭で

あるため、不確定リスクを排除し、適正な事業費の提案とするため、当該区

画の汚染土壌について残置を認めることとしている。 

 

（３） 落札者決定基準（案）及び様式集（案）について 

  事務局より資料３－１「落札者決定基準（案）」、資料３－２「様式集（案）」、参考 1「入札中止

後の事業者募集資料に関する修正等対応方針」について説明した。 

（委員からの質問・意見なし） 

 

（４） 契約書（案）について 

  事務局より資料４－１「基本協定書（案）」、資料４－２「基本契約書（案）」、資料４－３「建設工

事請負契約書（案）」、資料４－４「運営業務委託契約書（案）」、参考 1「入札中止後の事業者募

集資料に関する修正等対応方針」について説明した。 

（委員からの質問・意見なし） 

 

（５） その他 

・委員会スケジュールの日程調整について、各自の都合を事務局に連絡いただきたい。 
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   第５回委員会  日程：令和６年６月中旬予定 

議題：今後の審査について、対面的対話（オブザーバー参加） 

   第６回委員会  日程：令和６年 10月上旬予定 

議題：提案書仮採点、評価に対する意見交換等について 

   第７回委員会  日程：令和６年 10月下旬予定 

議題：ヒアリング、提案書の審査、評価、審査講評について 

 

4. 閉会 

以上 

 


